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目的 
セクシュアルマイノリティの支援団体に関する研究は

各国ではなされている。例えば,三部(2014)は日本におけ

るセクシュアルマイノリティの親のためのセルフヘルプ

グループの実践を紹介し,Broad(2011)はアメリカの支援

機関であるPFLAGの活動を“感情的な約束”という概

念で解釈した。しかし,中国社会ではまだセクシュアルマ

イノリティの支援機関に関する研究が十分になされてい

ない。劉(2022)は支援団体のTrueselfの支援活動にフォ

ーカスし,研究を行なった。この支援団体は中国国内で最

大級の団体であり,支援が全土に行き渡っている。活動は

セクシュアルマイノリティのカミングアウト,とりわけ

家族へのカミングアウトの支援を行なっており,支援対

象はセクシャルマイノリティ本人及びその家族である。

今回のポスター発表では,Trueselfの支援内容の一部を

紹介しつつ,その支援活動が醸成される中国社会の文化

的背景を明らかにするために,支援ツールの一つである

ワークブックを分析する。 
方法 

研究方法は,ワークブックの内容をカテゴリーごとに

分解し,それぞれのカテゴリーの目的を明らかにした。 
結果 

 このワークブックの作成の最大の狙いはセクシュアル

マイノリティの家族へのカミングアウトを支援すること

である。ワークブックは一つの箱に入っていて,中にはワ

ークブックのほか,使用説明書,ステッカー,及びレインボ

ーカードというトランプカードのようなものも入ってい

る。ワークブックの中では,カミングアウトを⑴自己統一

感を高める,⑵家族関係を促進する,⑶カミングアウトの

経験を積む,⑷カミングアウトレターを用意する,⑸親の

成長を伴走する,という５つの段階で分け,30日間日記

の形でそれぞれの段階で達成する目標が記入されている。

レインボーカードは「家庭」「老後問題」「生育」など6
テーマで構成され,それぞれのテーマはセクシュアルマ

イノリティ本人向けのカードと親向けのカードから構成

されている。 

考察 
第1に,家族主義的な側面が見られる。まず,“家族を

中心に”という支援の切口から家族の重要性を表してい

る。また,カミングアウトしづらい状況の中でも,家族の

受容を求めることから,家族の理解を得ることの重要性

が見られる。Chou(2001)は孝文化の影響で自身がセクシ

ュアルマイノリティであることが親を苦しめることへの

自責の念が強くなる傾向があると指摘し,劉(2022)は,中
国人セクシュアルマイノリティは自身のカミングアウト

が親に大きな衝撃を与え,その苦痛や絶望から回避する

ためにカミングアウトしないことを選択していると指摘

している。しかし,このような状況下でも家族へのカミン

グアウトを行うことから,家族からの受容が中国人セク

シュアルマイノリティにとって重要であることがわかる。

つまり,こういった家族主義的な考え方はカミングアウ

トを阻む場合もあれば,促進する場合もあるといった両

面性を有している。そして,こういった家族主義的な文化

的背景があるゆえに,中国における家族へのカミングア

ウトを特化する支援活動が生まれた。 
第2に,カミングアウトの特殊性が見られる。砂川

(2018)はカミングアウトが人間関係を作り直す作業の始

まりで,新しい自分とこれまでお互いよく知っていた親

密な関係の相手との出会い直しであると述べている。新

たな自分として親に受容されるよう伏線を貼らなければ

ならないことからカミングアウトの特殊性を表している 
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